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論 文 内 容 の 要 旨

本研究 は、近年、 民衆 史研究 にお いて隆盛 を見 る社会史的ない し生活史的視 座か らの論考 に

触 発 され つつ、従 来 の近世 武家社 会研究 では見過 ごされ るか、 あるい は全 く目が向 け られな

か った 問題 の うち、武士 たち個 々人やそ の家族 の 日常 を理 解す る上で重 要で ある と思われ る

テー マについて、少 しく実証的に考察 した三部構 成七本の小稿 によ って構成 されて いる。具体

的には、仙 台藩 を対象 に、 「身分格 式 をめ ぐる問題」、 「儀礼 をめ ぐる問題」、 「名前 をめ ぐる問

題」 といった三 つのテーマについて取 り上げ る こととする。 以下、各部各章の内容要 旨を述べ

る。

第一部 身分格 式をめぐる問題

武士 の身分格式の問題はその人間の属す る 「家之格」=家 格 に着 目し説明 され ることが多 く、

また、幕藩官 僚制 の問題 を論 じる時 にも家格 制 に基 づ く任 用 とい う閉鎖 的側面 が強調 され 易

い。 こうした側面ば か りに注 目する と 「家」 の格 式に縛 られた硬 直化 した社会 を想像 しがち と

な り、武士 たち個 人の身分的昇降の存 在 とその実 態解明 について 目が向 くことはな いが、彼等

の身位 に着 目し、 そのあ り方を見 てい くことによ り違った側面が見えて くる。

「第 一章 近世武 家の身位 とその構 造」 では、武 士個 々人の身分 ・地位=身 位が どのよ うに

して構成 されているのかを、仙台藩の 門閥層や藩陪 臣の 「家之格」・「家之列」・「御役 目之列」、

そ して個別 に付与 された 「班列」(「列」)に 着 目 し考察す る ことで、幕藩官僚機構 を閉鎖 的な
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ものと見 るか どうか という議論 とは異な る見方 を提示 した。

仙台藩 の家 臣団は門閥 ・平士 ・組士 ・卒の四つ に大別でき、門閥はさ らに一門 ・一家 ・准一

家 ・一族 ・宿老 ・着座 ・太刀上 ・召 出に分かれ、 これ らの家格階層構造 は初代藩主政宗 ～四代

綱村 の治世(天 正一二年〈一五八四〉～元禄一六年〈一七〇三〉)に 整備 された と言わ れてお

り、七代藩主重村の安永元年(一 七七二)～ 八代齊村初期 の寛政四年(一 七九二)ま で二〇年

の歳 月 をか けて編纂 されたr伊 達世 臣家 譜』 には、一門(一 一 家)、 一家(一 七家)、 准一 家

(一 〇 家)、 一族(二 二 家)、 宿 老(三 家)、 着 座(二 八家)、 太 刀 上(一 〇家)、 一番 座 召 出.

(三八家)、 二番 座召出(五 一家)の 計 一九〇家 につ いて記載 されて いる。掲載 されて いる順

番は編纂 当時の 「家」 の序列を表す もの と思われ、 家格制 が確立 した段 階での姿 を見 る ことが

で きる。

「家之格」すなわち家格が特定の格式 を有する家々のグループ=階 層間の序列 である とす る

な らば、 「家之列」 とは 「家之高下」で あ り、個 々の 「家」相互 の上下 関係 を最 も端 的 に表す

ものである。その成立時期 は家格 ご とに違いがあ り一様 ではないが、 いずれ も、 当主個 人の身

位(=「 座列」)と 「家之列」 とが未 分離の状態 にある段階か ら、世代 交代 を経 て も原則的 に

は上下 する ことがない 「家之列」 が徐 々に決定 して くことになる。

一方で
、 二代 藩主忠宗期以 降本格化 してい く官僚 制の整備 は、役職 の支配 系列 だけで はな く

役職 序列 をも生み出す ことにな り、そ の結果 と して、 「家」 とは切 り離 された従事す る役職 に

基づ く個 人の身分 ・地 位で ある 「御役 目之列」が発生 し、 「役列」 にお いてそ の序 列が明示 さ

れてい くことになる。

管見 の限 り 「役列」規定 の初 出は五代藩主吉村 の享保一三年(一 七二八)で 、 これ によ り、

例 えば、御奉行 は若年寄 よ り 「列」 が上で若年寄 は御籏奉行 よ り上な どというように各役職 問

の上下 関係が 明確 にされただ けで はな く、家格着座 当主 のうち無役 の者は御 目附使番 の次な ど

というよ うに、家格 階層秩序 をも含 め藩士 の身分序列が統一 的に把握 され る こととな ったので

ある。そ して、近世 全般 にわ た り地方知行制が とられ た同藩 では、大 身の家 臣ほ ど多 くの役職

をそ の 「家」 内部 に抱 え独 自の家格制 を設 け 「役列」 を定 めてお り、構造的 には藩 のもの と近

似 して いた ことがわか る。

各役職 内部 にもそれぞれ上下関係が存在 し、個人 の身位が誰 よ り上で誰 よ り下か明示 されて

いたが、注 目すべ きは、藩や給人家が有能な者 に対す る個別的な位置づ けを行 って いた点で あ

る。す なわち、 人 によ って は 「御役 目之列」 とは必ず しも一致 しない 「御 斑列」(「列」)=座

次 を与 え られてお り、逆 に罰 則 として 「列」を下 げ られる こともあったので ある。 中には、「家

之格」や 「家之列」では劣 るもの の個 人的な身位 は相手 よ り上で あるという関係 も見 られ、武

士社会が独特 の規範観念 を持 ち特有 の名誉意識 に支 え られて いた ことを考 えれば、 こう した藩

士や陪 臣へ の 「列」付与が彼 らの名誉意識 を喚起 し満足 させ るもので あった ことは間違 いな い

で あろう。

これが仙台藩特有 のあ り方か どうか今後突 き詰め る必要が あるが、幕藩官僚制 の問題 も、近

世社会が身分制の社会で あるという前提 に立 った上で、それが持つ負の側面ばか りでは な く身

分制社会だか らこそ効果 を発揮す る側面 にも着 目すべ きで ある。

なお、儀礼重視の風潮、嫡子の地位 の安定や器量 よ りも血統 を重視す る傾 向の現れ、 あるい

は親族 秩序 の確 立 を 目的 と した服忌 令 の成文 化(貞 享元 年〈一 六八 四〉～元文 元年 〈一七三

六〉)な どと相侯ってか、近世中期以降 の仙台藩伊達家で は、家族 内部 にお ける個 々の成員 に
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も身分的な上下 関係 があ り 「家」 内部 にお けるそれぞれの 「御列」が明確 に定め られて いた。

仙 台藩 における家臣団統制策 と して の様 々な生活規制 も 「役列」上の格づけ を基準 に定め ら

れてお り、 その うち書札礼規定 に関わ る問題 を 「第二章 仙台藩 にお ける身分格式 と書札礼」

にお いて詳述 した。

文 書主義 の浸透 が相互 に文書 をや り取 りす る回数 を必然的 に増加 させた ことは想像 に難 くな

いが、仙台藩で は、主 に文書 に認 める差出書や充書の書き方 に差 を設け ることで、 双方の身分

関係 を表 して いた。す なわち、苗字様式 によ る区別や充名 に付す敬称の種類 とその くず し方 に

よる区別 の組み合わせで、相手 に対す る礼の厚薄 を示 して いる。

差 出書 は家来名(奉 書)→ 無苗字→片苗字→諸苗字の順番 に厚礼 とな り、充書 は逆で諸苗字

→片 苗字→無苗字→ 家来宛(披 露状)の 順番 に厚 礼 となる。 「様」 と 「殿」 の くず し方 にはそ

れ ぞれ 「① 様、② 様、③ 櫛(永 様)、 ④ 摸 ・⑤ 挨(美 様)、 ⑥ 援 ・⑦ 快(平 様)」(① が最 も厚

礼、⑦が最 も薄礼)と 「① 殿、②孤、③撮 ・④勲(ニ ツ懸殿)、 ⑤殿 ・⑥ 徽(一 ツ懸殿)、 ⑦た、

⑧れ、⑨ 亀」(① が最 も厚 礼、⑨ が最 も薄礼)が あ り、 「老」の くず し方 にも 「①老 、② う、③

煮」(① が最 も厚 礼、③ が最 も薄礼)の 違 いがあった。藩 の法令 では専 ら苗字様 式 につ いて決

め られて いるが、 中には敬称 の種類や その くず し方 をめ ぐる一件 を書 き残 して いる史料 も散見

され、 また、例えば 充名 に美様を付 した文書 にはそれ相応 の 「文言」 を書 くことが求 め られ る

な ど、文面 との釣 り合い も重視 され ていた ことがわ かる。

仙台藩 における各役職問の文書授受 に関 しては、管見 の限 り、正徳 四年(一 七一 四)と 享保

一五年(一 七三 〇)に 書札礼 について の取 り決 めが確認 でき、享保一五年令 は近世後期以降 に

成立 した と思われる同藩の法 制関係史料 中に も書 き留 め られて いるので、享保期以後 もそ の基

本的枠組 みは維 持された と言 える。 これ らの規定 によれば、各役職相互 の文書授受 に臨んでは、

発 信者 ・受信者 双方 の 「役列」上で の位置や支配系列 の違 い、 あるいは文書 の類別な どによ り

書 札礼が決定 し、支配頭 と配下 の者だ けで はな く、 同 じ支配下 に属す者 同士 も同様 の基準で礼

の厚薄 を決 めた と思われ る。

そ して、藩 の 目付 と彼等が取 り扱 う 「駕籠乗願」 の事例か らは、各役職 ごとにそ の職務内容

に従 って、作成すべ き文書 の種類 と発給文書 の書札礼が決 め られ、かつ必要 に応 じて別の部署

の例 を参照 した ことがわか る。 また、各給人家で も、藩 同様 の流れで、 自家の 「役列」 に基づ

く書札礼規定 を定 めて いた。

と ころで、一八世紀後半以降多 くの藩で無礼禁止令が 出されて いるが、複雑で交錯する身分

規定 に加 え、商 品貨幣経済の発展 に伴 う奢修的な時代の雰囲気や打ち続 く飢饒等 の災害 に起 因

す る藩財政 の窮 乏 と、領 内の疲弊 によ る階級闘争の激化な ど、あ らゆ る要素が身分的上下関係

の弛緩 をまね いた近世 中期以降の仙台藩で も、正徳二(一 七一二)～ 天保五年(一 八三四)の

一二二年間 に一三 回にわた って無礼禁止令 を出している。興味深いのは、藩が身分制維持 の観

点か ら藩士や領民 に書札礼遵守 を促 してい る点で、 日常的な文書の授受 にあたって身分相応 の

書札礼 を互 いに守 らせ ることによ り、「御 直参倍 臣之分 しか と相立」て、「士凡之 分 しか と相 直」

させよ うとした ことがわかる。

官僚制の整備や文書 による統治、文書主義の浸透によって、 藩の役人な どと直接文書 のや り

取 りをす る大肝入 ・肝入や検断な どに対 して も書札礼遵守が求め られ、領 民をも巻 き込 んだ形

での書札礼秩序が形成 される ことになる。書札礼違 犯があち こちで取 り沙汰 され、時 に違反者

が処罰 されるよ うにな ると、役職や身分 の如何に関わ らず 、藩の官 僚機構 の最 上層部 か ら末端
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の大肝入 ・肝入 レベル まで もが、各 自の文書発給範囲 に応 じて書 札礼に関わ る先例 を書 き留 め、

極 めて詳細な文書作成マニ ュアル を所持す る者 まで現れるよ うになっていった。

第二部 儀礼をめ ぐる問題

日本近世史分野 にお いては、一九八○年代後半頃か ら儀礼 の研究 が盛 んに行われ るようにな

り、近年では、武家 の 日記史料な どに描かれた儀 礼行 為の分析か ら、儀礼 を通 して見 る領主 ・

領 民関係が浮 き彫 りにされてきた。第 三章 と第 四章 では、近年盛況 を見 るこうした儀礼研 究の

成果 に導かれつつ、仙 台藩家格着座 高野家 の家記録(r高 野家記録 く慈雲君事跡録 〉』)を 用 い、

江戸 中期(元 禄～元文期)に 生きた武家の家族 関係 ・親類 関係 ・主従関係の一端 を探 ることを

目的 に分析 を行 った。

まず、 「第三章 近世武 家の年 中儀礼」 においては、近世 中期元禄 ～享 保 の頃、高野家 では

どういった年 中行事 を行 っていたのか、そ して、そ う した儀礼的行為 の分析 によ りどういった

論点 を提示で きるのか とい う課 題意識 を持ちなが ら 『高野家記録』 を読み込み、毎年繰 り返 さ

れ る年 中行事 を表化する とともに、特 に、(→ 年始、(⇒ 法華塔供養、⇔ 三陽 山江湖 ・諸寺

へ の月牌料進上 ・盆、四 『生身霊御祝義 ・歳暮、㊨ 油 〆、因 誕生 日、㈹ 心経会 ・各種の

祭 ・上 々様井御 自分祈祷 ・湯殿 山祈祷 ・竈清 ・月番時祈祷、 といった行事 を取 り上げ、(→は、

さ らに、① 伊達家 と高野家、② 高野家 と家 臣、③ 高野家 と領民、④ 高野家 と寺社 ・修

験 に分 け考察 した。

まず、(→について。家格着座 の高野 家当主が年頭 の挨拶 に臨んで、伊達家成員の うち誰に対

して何 を行 ったのか、そ の具体 的内容 について見た と ころ、主 に 「年始之御祝義」 を言上する

ことと 「御太刀馬代」 を献上す る ことに分 け られ る ことがわか る。注 目したい のは、それが誰

に対 して行 った行 為か という ことである。 「御太刀馬代」 を献上す る相手 は、 「品川様」(仙 台

藩三代藩主伊達綱宗)、 「大屋形様」(四 代綱村)、 「屋形様 」(五 代吉村)、 「御 曹司様」(後 の六

代宗村)の 四人、す なわち伊 達家 家長 に就 いた者(隠 居者)、 就 いて いる者(藩 主)、 就 く者

(藩主世子)だ けであ り、 その他は、た とえ藩主にな る可能性 がある側室腹 の男子 『(「御 曹司

様」の異母 兄弟)で あって も、そ の対象 者か らは外れ る ことにな る。伊達家 の女性 に対 す る

「御肴代」 献上 も 「大御 前様」(綱 村正室 ・稲葉氏仙姫)と 「姫君様」(吉 村 正室、宗村 実母 ・

久我氏貞子 く冬姫 〉)の みが対象 とな ってお り、藩主側室は勿論 のこと藩主の娘たちでさえ も

除外 されていた。

第七章で詳述 するよ うに、仙台藩で は、近世 中期 の四代藩主綱村期以降、藩主家内部の嫡 系

中心の 「家」 内秩序が呼び名 の違 いを以て表現 され るようにな り、主従 関係 の確 認 ・再 生産 を

はかるためになされ る年始 の儀礼行為 も、 こうした 「家」 の代表 メンバーを対象 に行 われ たの

で ある。それ は、高野家 内部の儀礼行為か らも見 いだせ、 「家」 の代表者 たちは生 まれ落 ちた

時か らその一員 とな り、一個の 「個」として確 認され、贈答儀礼 を受け る対 象者 とされ ていた。

←)の④ と(⇒・⇔ の事例 か らは、高野家では霊供養 の実際的な執行者である僧侶 との個別 人格

的な繋が りを特 に重視 していた ことがわか り、また、祖霊だけではな く寝食を ともに した家族 ・

血縁者それ ぞれのために供養 をす る とい う霊供養 の二重構造が見 られた。例 えば盆の記事 を見

て も、 高野 家では、先祖代 々の菩提寺 である高 田山保 昌寺以外 にも、様 々な場所へ布施 を贈 っ

ていた ことがわかる。 さ らには、 同一 人物が複数の場所で しか も宗派の異なる寺で供養 されて

お り、寺檀 関係 は無か ったに しろ、そ の死後様 々な宗派 の寺 にお いて供養す る場合 もあったの
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である。

また、⇔ の事例 か らは、 高野家 の妻 と実家 との関係が婚姻 によって 隔絶 した訳で はな く当然

そ の繋 が りも維持 され、嫁 とそ の両親 との供養 ・被供養関係 も彼女が生 きて いる間は保障 され

ていた ことがわ かった。⑳ の事例 か ら血縁者 による(血 縁者 の名前で の)贈 答行為 をもっとも

だ とす る社会的通念 の存在が読み とれ、 日頃行われて いるこう した血縁的紐帯 に基づ く贈答行

為 をも合わせて考 えれば、幕府の服忌令 にお いて、夫 も妻 も相手の血縁のため には服忌 を受け

ず 自己 の血縁 に対 して のみ服忌 を受 けるのが原則で あった ことや、嫁か ら夫の父母 に対 してだ

け例 外的 に服忌 を生ず るものの、その 日数は 自己の父母に対するよ りも一段低い とされていた

ことも納得がい くのではないだろ うか。

㊨ の事例か らは、高野家では当主の妻や女 性家臣た ちを対象 とした年中行事 を行 ってお り、

それ が女性の主従 関係の確 認 ・再生産 の場 であった ことを指摘 した。女性 を対 象 とした年中儀

礼は他藩の給人家で も行われてお り、奥 向きの年中行 事の分析は、 こうした女性 同士 の主従 関

係 のあ り方 を明 らか にす る上で有効で あろ う。因 の事例か らは、 「個」 と 「個」 の結びつ き と

儀礼 的場にお ける関わ り方、そ して 「家」観念 との相互関係 につ いて論 じ、個 々人同士 の関係

もそ れが肥大化 して 「家」 への奉公 という枠 か らはみ 出す よ うな場合 には修正が求 め られ る と

した。

最後 の㈹ の事例 では、 高野家 の 「家」 内部 にお ける宗教者(修 験)の 役割 につ いて年 中行事

を通 して見て きた。 同家で は、家 中寺院で ある安養寺や伝正院 ・大浄院 ・観明院 といった修験

たち に、領民 を対象 とす る祈祷行為や農耕儀礼的な祭な どを担 当させて いるが、彼等 と給人 と

の関係 は、 このように領主祈願 を通 じた領民 の心意統治 を行 う場 にお いて のみの結びつ きだ っ

た訳 ではな く、高野家成員 のための全 くの個 人的な祈祷 も執行 させて いた。そ して、 「家」 内

部の年 中行事 を行 う上で一定の役割 を持たせ、彼等の身分 も明確 に規定 してお り、家 臣団内部

にお ける地位の高 さが推測でき る。

「第四章 近世武家の人生儀礼」 では、 高野家一八代武兼が同家家長 となるまでの過程を追

うとともに、彼 の先祖意識について探 った後、 同家の産 育儀 礼に注 目し子 供や妻 の問題 ついて

考察 した。

武 兼は、実家 鈴木家か ら仙 台藩 の中間番 士で能楽 師の家柄 である桜 井家へ、そ して家格着座

高野 家へ、 生涯 の うちに二度 も養子 に行 くとい う特異 な経験 を持 つ人物 である。彼 と伊達家 と

の関係 は、仙台 藩四代藩主伊達綱村 の元禄 四年(一 六九一)閏 八 月二 五 日に月俸金二 〇両 ・穀

一 〇人分で仕 え始 めた時点 まで遡 るが、 同年 一〇月二 九 日には桜井伊兵衛重長 との養子縁組 を

命ぜ られ、仕官 当初 の名前で ある鈴木清六郎か ら桜井.七九郎 に改名 して いる。

後 の伊兵衛実子長次郎 の誕 生 とともに別家 し、元禄 九年(一 六 九六)七 月二 日、高野家一七

代與総左衛 門俊兼へ再び養子縁組 の命 を受 けた際 には、そ の義弟 に自 らの加増の地六百石の う

ち一五 〇石 を分与 して いる。 こうして家格平士桜井家 のしか も分家筋 に しか過 ぎなか った武兼

が、一夜 に して家格 門閥層で ある着座高野家 の世子 とな り同家 を継 ぐこととな るので ある。

とは言 って も、彼 は他姓か ら養子 に入 った人物であ り、高野家の先祖や 同族 に対す る思 い入

れ はそれ ほど強 くなか った ようで ある。お まけに、武兼が生 きた元禄～享保 という時代は、親

類 関係 回復 を志 向 した という服忌 令 も功 を奏 さず 同族 の意義 自体 が 問わ れ る歴史 的段階 にあ

り、そ う した中で高野本家 と同姓他家 との関係 も、 「親類」同然 の交 際関係 があ って も両家 の
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「続」 につ いては曖昧な知識 しかな く、 また藩側 も 「親類」 の範 囲を 「続」が明確 にわか る範

囲に限定 しよ うとしていたのである。

片や武兼 自身は、実父母 を同居 させ養 父俊 兼 とは別居 してお り、実兄が高野家政 に関わ るな

ど、実方 との関係は密接 な ものがあ り、 鈴木 家の先祖 に対す る思 いも相 当な ものが あった こと

がわか る。

続 く、同家息女の産 育儀 礼分析 か らは、以下の二点 がわか った。第一 に、次期家長候補者で

ある武兼嫡子倫 兼 と他 の子供 を比べ た場合 には嫡庶 の別 とで もいうよ うな差異が見 られ、 近世

中期の世にあって、それ はある程度社会通念化 して いた ことがわか る。そ して、倫兼の産 育儀

礼は 「家」 の祝い としての側面 が強 く、他 の子供た ちの場合はその子供個人の祝 いという側 面

が強か った のではな いか と思わ れる。 また、 「慈雲君事跡録」 を通 覧 していて基本的 に子 供 に

対す る差 が見 られ る とす るな らば、それ は母親 の差 に繋が り、すなわち、子供 の扱 いの差 は母

親が正室か側室 かに起 因す るように思 える。 これは逆 に言 うこともでき、子供 の地位 が母親 の

地位 の変更 をもた らす ので ある。

第 二に、妻 の問題 につ いてで ある。高野家家 臣たち は主家の子供の節 目の祝 い に対 して当然

祝儀 を献上す るが、その際 には必ず 「御家老妻」・「御家老女房」に代表され る表現 が出て くる。

つま り、 身分格式 の高 い特定家 臣の妻は、夫 とは別 に祝儀 を献上するメ ンバー の一人であ り、

時には祝 いの侍食 の場 に姿 を見せ ることもあった ことがわかる。 したがって、 高野家成 員のハ

レの場 には男性家 臣・女性家 臣(乳 母な ど)だ けで はな く、家臣の妻の姿 も見 る ことができる。

逆 に言 えば、 「一通之女房」た ち、 はそ うした祝 いの場 への直接的 ・間接的 な参加 が求め られ

たので ある。 同 じような事例は、高野家以外の同藩給人家あるいは他藩給 人家 に も見 つける こ

とがで きる。

第三部 名前をめ ぐる問題

「第五章 近世武家社 会 における実名敬避俗 と禁字 法令」 では、仙台藩が家 中の実名(誰)

を対象 として実施 した禁字政策の創出過程 と、そ の歴史的背景を明 らかす る ことを課題 に、藩

士た ちが実際 に名乗った諦字 を一文字 ずつ解 析す る とともに、 関連す る藩 の法令 をも読み込 む

ことで、習俗 としての実 名敬避慣行が 法制化 ・成文化 され る過程 を藩政史の 中に位置づ け、そ

の近世的変容過程 を跡づけた。

仙台藩伊 達家では、近 世初頭 か ら一 貫 して禁字法令 が出されて いた訳ではな く、家 臣等 によ

る避言章改名行為 も現 実の主従 関係 に基 づきなされ るのが主 で、主家 の先祖 の誰字 を揮 る様子 は

な く、主君の息子 と同名 を名乗 り続 ける者 さえいた。 こう した状況が変化するのは四代藩主綱

村期の貞享 四年(一 六八 七)か らで、以後、藩主家成員 の 「名」 を中心 に、同名禁止令や個別

的な禁字法 令が幾度 も出され るようになる。伊達家 の通字で ある 「宗」字 につ いて も四代綱村

～五代吉村期 に禁 字指定 を受 け、 「す き と宗之字名乗被 申候」 とい う状態が是正 され、 家臣 に

よるその触犯 が禁 じられ る こととな るが、それ には綱村主導の下で進め られて いた系図考 証作

業や正史編纂事業、そ して 同藩 にお ける当該期 の君 臣関係紀律化 の影響が看 取で きる。

古 く由緒正 しき大 身の家 臣を何人 も抱 える当時 の仙台藩伊達家では、現実的な藩政運営の面

で も藩主権 力が一門衆や奉行衆の制約 を受 けることが しば しばあ り、綱村 の隠居 も強制隠居 と

呼べ るもので あった。 しか し、その養子吉村は家 臣の抵抗 をよ く抑え改革 を断行 しつつ、 一方

では綱村期以降 の家系考証作業や正史編纂事業 を通 じて 自家の正統性を誇 示する とともに、禁
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字政策 を も引き継 ぎ、 ついには藩主 の家族は勿論 のこと伊達家累代家長の誰字 をも含 んだ、伊

達の 「御 家」 を中心 とした禁字 システム を創 り上げ、人名の上で も藩主家に対する触 冒を禁 じ

るよ うになったので ある。、

そ して、近世中期以 降発布 され続 けることにな る禁字法令は領民へ も伝え られ、それによっ

て六〇過 ぎの女性 が改 名す る必要 に迫 られ るという事例 まで見つ けることができるのである。

こうした禁字 の問題 は、仙台藩固有 の問題 として片づけ られ るよ うな ものではない。 仙台藩

の武家社 会では、藩主家成員及びそ の先祖たちの諦字や仮名(通 称)を 避け る形での 「名」 文

化 が広 がっていたが、他藩 にもそれぞれ 固有 の 「名」文化が広が って いた と見 るべきであって、

その実相 を広 く探 ってい く必要が あるのではないだ ろうか。

「第 六章 仙 台藩 における苗字 の敬避 ・免許 ・売 買」 においては、高野家家臣や藩の凡下御

扶持 人層、あるいは大肝入 の苗字な どにつ いて、若干の考察 を加 えた。

まず 、 「第一節 苗字 の敬避慣行」 で、 実名敬避慣行 な らぬ苗字敬避 の慣行 につ いて、 高野

家家臣の事例 か ら紹介 した。前章で見たよ うに、仙台藩では、近世 中期 を境 に中世以来 の実名

敬避慣行 が、伊達 家を中心 どした禁字 システム構築 の過程で近世的な変容 を遂げなが ら成文化

され法制化 されてい くこととな り、結果的 に無限 に広が り兼ねな い 「名」(仮名く通称〉+実 名)

の敬避観念 に も一定 の枠 が設 け られた訳 だが、 「苗字敬避俗」 を制 限す る成文法は管見 の限 り

発布 され てお らず、拡大解釈 して しまう可能性は あった。 しか し、直接仕 える主君の苗字を避

けるのが基本であ り、 主君の親戚筋 の苗字 まで も慨 ることで、 自 らの 「家相続之称号」 を簡単

に改めるよ うな ことは、 当時 の慣行か らして もやや行 き過 ぎた行為であ った ことが、藩陪 臣レ

ベルの議 論か らではあるが、読み取れ る。

す なわち、例 えば、藩 の陪臣たちが 自 らの主君の主君 である藩主 の苗字(=「 伊達」)を 揮

る といった、 「苗字敬避俗」 のタテの広が りはあって も、主家 と縁戚 関係 にあ る他家 の苗字 を

揮 り自分 の苗字 を改 める といった、 ヨコの広が りは一般的ではなか った もの と判断できる。

「第二 節 苗字 の免許」 では、役職 と苗字 の関係 につ いて述べた。仙台藩家格着座高野家で

は、藩 の身分規定か ら言 えば間違 いな く領民一般 と同じ 「凡下」身分の取 り扱い を受ける同家

足軽 に対 し、 「蔵守」 を務 め ることで苗字 を免許 し、なおか っ 「年久相 勤」めた ことで 退役後

もそのまま苗字 を名乗 り続 けさせて いる。勿論、苗字 を名乗 らせた と言 って も、高野家中内部

においてのみ、 あるいは、 同家知行地 内にお いて のみ公称 させた のか もしれな いが、 藩によ る

苗字御免 とは別 に、給 人独 自の苗字免許 もあった ことに注 目した い。

藩の足軽層な どについて も同様 の事例 を見つ ける ことがで きる。藩 の足軽小頭な ども、先の

高野家家臣 と同 じよ うに、 「役 目」 を何年 も実直 に勤 め上げ御役御免 とな ったよ うな場合 には、

代 々は無理 で も 「己一代」 に限 って その ま ま苗字 を称す ことがで き、逆 に 「勤 役 ヲ怠 慢」 し

「役 目」 を除かれる といった時 には、即座 に苗字 も名乗れな くな るのであった。なお、役職 と

苗字の関係は、仙台藩の 「大肝 入」や 「宿 々検断」 につ いて も指摘で き、それは、大名の参勤

交代制 の整 備や文書主義 の浸透 を背景 に、 「大肝入」や 「宿 々検 断」 たちが職務 を果 たす上で

苗字 を公称す る必要があった ことを物語 って いる。

「第三節 苗字の売買」では、苗字 の持っ 身分的特権 と して の側面 につ いて言及 してい る。

身分的特権 としての苗字帯刀を金銭 によって売買す る とい う行為 は、近世後半期以降藩財政 の

逼迫か ら諸藩で行われて いたが、仙 台藩で も安永 八年(一 七七 九)の 九 月頃 に 「村肝入共 え苗
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字 を称 し刀帯事 御免為御礼金廿三切充可献 由 国家命」があった。ただ し、 献金行 為によ り

苗字 を取得 した者は、苗字 を手 に入れ て も 「部屋住井隠居之者」たちは苗字 を名乗れず、 本人

一代限 りの苗字免許 であった ことがわか る。

最後 に 「家jの 後継者 と苗字 の問題 につ いて触 れた。 「家相続之称号」で ある苗字 を名 乗る

者やその後 継者は、「家」の永続 を第 一の課題 として背負わ されてお り、「得度 も無商物 いた し、

利分ハ無之倒 れ杯 いた し借金高相倍」 とい う事態 に陥 り、 「家」存続 の危機 を招 く訳 には いか

なかった こと、 ま してや 「家」 を傾 け先祖祭祀 さえ もできない 「絶祀」 となる ことは、 自分 の

死後の安寧 を考 えた時、 「苗字 を名乗候 其身」や 「惣領二相立候者」だ けの問題ではな く、 厄

介者たる 「二三男」 たちの問題で もあったので ある。

「第 七章 近世武家社会 にお ける呼び名 と 『家』内秩序」 では、主 として仙台藩伊達家や 同

藩給人高野 家の各 「家」成員 の呼称 を素材 に、 「家」 内秩序 と関連づけて考察 した。

特定呼称(=身 分呼称)の 付与は 身分的 な格づ けへ と結びつき、呼び手にその地位 を認 識さ

せ る機能がある。 勿論、それ らの呼称 には 「避称」 と しての側面 もあるが、 徳川将軍家や 仙台

藩伊 達家、仙台藩給人高野家 という各 「家」 内部 にお いて、 「上様」・「御簾i中様」・「若 君様」、

「屋形様」・「御前様」・「御 曹司様」、 「若檀那 様」・「若奥様」・「若生様」 な どの よ うな呼称 が

付け られる時には、そ の人間が特定 の地位 に就 く人物で あることを呼び名の付与を以て表 明す

るとい う意 味合いが強 いよ うに思われ る。

そ して、 「家」 内部 にお ける呼び名 の設定 は、隠居 とその正室、 当主 とその正室、世子 とそ

の正室な どといった嫡系家族 を中心 と したきわめて狭 い範囲 に限 られてお り、 こうした嫡 系家

族 を各 「家」を代表す るメンバーであ ると考えるな らば、そ の呼称は代 々変わ ることはな く 「家」

内秩序が呼称 によって表現 され てお り、本研究第三章 にお ける伊達家や高野家の年中儀 礼分析

か ら、家臣たちか らの儀礼的行為 を受 ける対象 も、彼 らが 中心であった ことがわかる。

将軍の世子以外 の息子 たちが 「若君様」 と呼ばれ る ことは無 く、仙台藩伊 達家や同藩給 人高

野家で も世子以外 の男子 が 「御 曹司様」や 「若旦那様」 と呼ばれた りはせず 、嫡子以外の男子

は特定呼称が付与され る こともな く、 その人間の個 人名(=個 人呼称)で 呼ばれたのである。

藩主の娘たちは正室腹か側室腹かで呼ばれ方が全 く異な ってお り、正室が産んだ娘 は 「～姫様」

で側室が産 んだ娘 は 「御 ～様」 と呼ばれ、側室腹 の娘が正室 の養女 となれば 「～姫様」 と呼称

変更 されるな ど厳 密な嫡庶 の別 が確認 でき、側室た ちの身分格式 も呼称の違い とな って表 され

るのであった。

仙台藩伊 達家成 員の例 を見 る限 りで は、 こう した呼称規定は近世初頭か ら一貫 して使われて

いた ものではな く、家督相続 の問題 な どと連動 しな が ら 「家」内秩序の歴史的変遷 を経た上で

確定が進んでいった ことがわかる。そ して、こうした 日常的 に呼び交わ され る身分呼称 自体が、

徳川将軍家 を頂点 とする ヒエ ラル ヒーや藩の本末関係、藩 内で の家格階層構造 の制約 を受けて

いるのである。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は 、 仙 台 藩 を対 象 に、 身 分 格 式 ・儀 礼 ・名 前 の 分 析 を通 して個 ・家 ・社 会 三 者 の関 係
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を考察 し、近世武家社会像 を構築 しなおす ことを試 みたもので ある。序章 と本論3部7章 、 お

よび終章か ら構成 される。

序章 では、それぞ れ の家 の構成 員個 々人 に照 明を 当てて家 ・社会 との関係 を問い、 社会史

的 ・生活 史的視座か ら近世武家社会像 を描 くという、 自身の問題 関心 と視角 を示 し、そ の研究

史上の意 義 について述 べる。

第1部 「身分格 式をめ ぐる問題」 は、従来、近世武家社会 の身分格式 は家格制 として論 じ ら

れ、幕 藩官僚制に関 して も家格 にもとつ く任用 という閉鎖的な側面が強調 されが ちで あったの

に対 し、 武士個 々人の身分 ・地位=身 位 に着 目して、そ の身分的昇降 の実態 を解明 し、家格制

に縛 られ た硬 直化 した武家社会 というイ メー ジに修正 を迫 ろうと したもので ある。

第1章 「近世武家 の身位 とそ の構造」で は、武士個 々人 の身位が どのように構成 されて いた

のか を、 仙台藩 の門閥層や藩陪 臣の 「家之格」(特 定 の格式 を有す る家々のグルー プ=階 層間

の序列)、 「家之列」(個 々の家 の上下 関係)、 「御役 目之 列」(役 職の序列)、 「班列」(個 々人 の

序列)に 着 目して考察す る。個人の身位 を能力 によって家の格式 ・序列 を超えて上げてい る事

例 を見 いだ し、個 々人 の身位制度は、武士の上昇志向 を満足 させ活動的なエネルギ ー を引 き出

す とともに、巧妙 に家 臣団を統制す るシステムで あった と評価 して いる。

第2章 「仙台藩 にお ける身分格式 と書札礼」 では、仙台藩 と大身家 臣の家では、近世中期 に

家格 ・役職序列 ・家内 の地位の三者 を統合 して個人の身分的序列づけが制度化 される とともに、

それ に応 じた書札礼の体系が整え られた ことを明 らか にし、それが身分制秩序 を維持 する上 で

果た した機能 に論及 して いる。個 別藩 レベル における身分格 式 と書札礼の関係 を詳細 に分析 し

た初の研究で あ り、近世古文書学に とって貴 重な成果である。

第2部 「儀礼 をめ ぐる問題」 では、仙台藩給 人高野家の家記録 を素材 に、年中儀 礼 と人生儀

礼の分析 を通 じて家族関係や社会 的諸関係 にアプ ローチす る。

第3章 「近世武家の年中儀 礼」 では、近 世中期 の高野家 の年中儀 礼を明 らかに し、そ の分析

か ら高野家 と藩主伊 達家 との関係、 高野家 と家 臣 ・領 民 ・寺社 との関係、 高野家 の妻 と実 家 と

の関係 な どを解 明 している。

第4章 「近世武 家の人生儀礼」 では、高野家 に養子入 りした武 兼が一八代 当主 となるまでの

過程 を追 うとともに、彼の先祖意識 を探 り、そ ののちに同家 の産育儀礼 の分析か ら子供や妻 の

問題 を考察 している。

第3章 で、 高野家 では当主 の妻 と女性家 臣との問で独 自の奥 向きの年 中行事が行われ、女性

の主従 関係 を確認 ・再 生産す る機能 を果た して いた ことを、第4章 で、高野家 の重 臣の妻 は主

家 の子供 の節 目の祝 いに際 して夫 とは別 に祝儀 を献上 し、時 には祝 いの侍食 の場 にも姿 をみせ

て いた ことを明 らか に した点は、近年盛ん にな りつつ ある近世武家女性史研究 に貴重な事例 を

提供す る もので ある。

第3部 は 「名前 をめ ぐる問題」 につ いて扱 う。

第5章 「近世武家社会 にお ける実名敬避俗 と禁字法令」で は、仙台藩が17世 紀末以降 に禁字

政策 を打 ち出 して いった契機 と意義 を、家 臣たち の実名敬避慣行 の実態お よび藩政史 との関係

で考察す る。近世初期 には家 臣た ちの実名敬避は現実の主従関係 にもとつ いてな され るのが主

で、主家 の先祖 の誰字 を揮 る様子はな く、主君の息子 と同名 を名乗 り続け る者 さえいた。それ

に対 し4代 藩主綱村 は、17世 紀末 よ り藩主家成員の名 を中心 とした同名禁止令や個 別的な禁字

法令 をたび たび発す るようにな り、次代藩主吉村は、藩主の家族のみな らず伊達家累代家長の
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諌字 を も含 んだ、伊達 の 「御家」 を中心 とした禁字 システム を創 り上げた。 論者はその契機 と

意義 を、綱村期 よ り行 った系 図考証作業や伊達家 の正史編纂事業 による 自家の正統 づけ と、 君

臣関係紀律化 との関係で論 じて いる。

第6章 「仙台藩 にお ける苗字 の敬避 ・免許 ・売 買」では、主従関係に もとつ く苗字 敬避i慣行、

役 職 との関係 にお け る苗字 の免許、身 分 特権 と して の苗字 公称権 の売 買な どにつ いて検討す

る。近 世の苗字 に関す る論考 は少 な くないが、本稿では従来 とは異なった観点 か ら考 察 を加え

ている。

第7章 「近世武家社会 にお ける呼び名 と 『家 内』秩序」では、徳川将軍 家、仙台藩主伊 達家、

仙台藩給人高野家 を事例 に家成員 の呼称 を検 討 し、近世中期 に嫡庶長幼 の序 に もとつ く家 内秩

序が確立す るとともに、嫡系成員は家 内での地位 に応 じた特定の身分呼称 で呼ばれ るよ うにな

り、そ の呼称は武家社会 のヒエ ラル ヒー において家の 占める位置を表示 して もいた ことを明 ら

か に して いる。

終章で は、各部のテーマ ごとにまとめ を行 って いる。

以上が本論文の要 旨で ある。従来 の近世武家社会論は 「家」 論を基軸 に した ものが多 く、近

世武士 の個 としての 自立性 に着 目した論考 も登場 してはいる ものの、家 の構成員個 々人は視野

に入 って いなか った。本論文で示 した視角は近世武家社会研 究 に新たな地平を切 り開 く可能性

をもってお り、その視角か ら試みた具体的な分析は、幾多 の新 たな事実 を解 明 し、今後 の研究

の指針 とな る論点を提示 している。 と りわけ苗字以外の名前をめ ぐる問題 の研究 は近世史では

嗜矢 をなす ものであ り、高い評価 を与えてよい。 史料 の博 捜・と堅実 な論証 に裏付 け られ た論考

は高 いレベル に達 してお り、斯 学の発展 に寄与する ところ大なる ものが ある。

よ って、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格 を有す る もの と

認め られ る。
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